別記様式第２号（第５関係）
　　年　　月　　日　

宮城県知事　　　　　　　殿

申請者　所在地　　　　　　　　　
名称　　　　　　　　　　　　　　　　
代表者名　　　　　　　　　　　　　　

宣誓書

　補助金の交付申請を行うに当たり、みやぎ「働く一歩」応援制度就業体験受入補助金交付要綱（以下「要綱」という。）第３第２項に基づき、私は下記のいずれの者でないことを宣誓します。
　なお、いずれかに該当することとなった場合は、直ちにその旨届け出るとともに、該当の有無に関して調査が必要となった場合には、宮城県が求める必要な情報及び資料を遅滞なく提出するとともに、調査に協力することに同意します。また、該当することが判明した場合は、要綱第９に基づき、補助金の交付を取り消されること及び補助金の返還が必要なことを確認しました。
記
１　次の暴力団関係事業者
(1) 暴力団排除条例（平成２２年宮城県条例第６７号）第２条第２号に規定する暴力団（以下「暴力団」という。）又は同条第４号に規定する暴力団員等（以下「暴力団員等」という。）
(2) 暴力団員等をその業務に従事させ、又は従事させる恐れのある事業者
(3) 暴力団又は暴力団員等がその事業活動を支配する事業者
(4) 暴力団又は暴力団員等が経営に実質的に関与している事業者
(5) 事業者が法人である場合は当該法人の役員又は事業所の業務を統括する者その他これに準ずる者（以下「役員等」という。）が、自己若しくは第三者の不正の利益を図り、又は第三者に損害を加える目的をもって、暴力団又は暴力団員等を利用するなどしている事業者
(6) 役員等が、暴力団又は暴力団員等に対して、資金等を提供し、又は便宜を供与するなど、積極的に暴力団の維持、運営に協力し、若しくは関与している事業者
(7) 役員等が、暴力団又は暴力団員等と社会的に非難されるべき関係を有している事業者
(8) 上記(1)から(7)までに規定する事業者等であることを知りながら、これを不当に利用するなどしている事業者
２　風俗営業等関係事業者
３　経済的基礎を有していない事業者
４　特定の宗教活動や政治活動を主たる目的とした事業者   
５　社会保険及び労働保険の未加入、賃金不払い、著しい長時間勤務、内定取り消し、雇用関連法規違反等、その他劣悪な労働環境であることが何らかの根拠をもって疑われる事業者
６　その他公序良俗に反する若しくは反するおそれのある事業者
